
通信制サポート、個別指導塾も
ニーズに合わせ事業を多角化

 「特定非営利活動法人 フリースクールみ
なも」が、不登校の子どもたちの居場所・
学びの場作りを軸に活動を開始したの
は、2004 年 11 月のこと。大学生の頃か
らフリースクールなどでボランティア活動
をしてきた理事長の今川将征さん、不登
校経験のある学生、学校現場で子どもた
ちとかかわってきた教員、不登校中の子
どもを持つ親などが集い、不登校の子ど
ものサポートをするために立ち上げた。
　当初は「フリースクール部門」と、不
登校中の子どもを持つ親が集い、悩みを
共有しながら知恵を分かち合う「親の会」
の 2 本柱だったが、集う子どもたちのニー
ズに応えるうちに、09 年には通信制高校
サポート校としての活動や、13 年には個

別指導塾としての機能も加わった。
　最初は 5人ほどだった子どもが 20人に
まで増え、組織も多部門化していく中で、
今川さんは従来のやり方で組織を運営し
ていくことに限界を感じ始めたという。「当
初からおもな事務作業は私が担っていた
のですが、会社勤めの経験がなく効率的
な事務ノウハウを持ち合わせていません
でした。組織が大きくなるにつれて事務
量が増え、作業に無理が生じ始めていま
したし、各部門間との情報共有も難しく
なってきていました」
　そこで、Panasonic NPO サポートファ
ンドの助成に応募、15 年から 3 年間組
織基盤強化に取り組んだ。初年度は、「ま
ずは客観的に組織の状態を知る」ことを
目指し、組織診断を行った。
　そこから見えてきたことは、「ノウハウ
が共有化されていないこと」「部門間連

携の不足」「法人ミッションが明らかでな
い」という3 点だった。「常勤、非常勤
合わせて10人ほどのスタッフがいますが、
たとえばフリースクール部門と塾部門でそ
れぞれの今後の予定を把握し合えていな
いことや、子どもたちの様子を共有でき
ていないことがありました。また、なぜこ
こで働いているのか、スタッフの思いはバ
ラバラでミッションの共有もできていませ
んでした。その結果、大阪府内でもフリー
スクールが増えてきた中で、自分たちの

特色が外に伝わりにくい状態になっている
こともわかりました」
 
他団体との研修でノウハウ共有
自分たちの組織を客観視

　そこで、助成 2 年目には、組織内外と
のコミュニケーション円滑化に取り組ん
だ。フリースクールは 13 時〜 20 時、個
別指導塾は 13 時半〜 21 時 40 分と、活
動時間帯に幅があることなどから、全員
が顔を合わせての会議は難しかったが、
さまざまなオンラインツールの活用やシス
テムエンジニアとの連携による独自システ
ムの開発で、ネット上での連絡共有がス
ムーズになった。「このシステムで事務効
率が大きくアップしました。また、ホーム
ページを誰もが操作できる仕組みに変更
したことで、業務分担が可能になりました」
と今川さんは言う。
　また 2 ヵ月に 1 回、コンサルタントとと
もに「『みなも』のミッションとは ?」につ
いて考えるミーティングを重ねた。「見え
てきたことはスタッフ一人ひとりや集う子
どもたちにとって、『みなも』は多様な意
味を持つ場であり、『子どもたちのニーズ
に合わせて臨機応変に組織を変えていこ
う』という、活動当初から変わらない精
神です。子どもの声を聞きながら、居場所、
個別学習、屋外活動……と違う方策を柔
軟に試していけばいいんだと、組織のアイ
デンティティを再確認できました」
　これを受けて、助成 3 年目にはフリー
スクールの多様な価値と存在意義を社会
に発信することに取り組んだ。まずは、
コンサルタントも交え、ともにサポートファ
ンドの助成を受けた兵庫県でフリースクー
ルを運営する「NPO 法人ふぉーらいふ」
と合同研修を行った。「組織によって、運
営形態や目的もさまざま。たとえば『ふぉー
らいふ』は地域密着型ですが、うちは広
域型なので、地域とのかかわり方や外へ
の情報発信方法も異なります。フリース
クールとしての共通点を探りながら、それ
ぞれが蓄積してきたノウハウを共有するこ
とで、自分たちの組織を客観視すること
ができました」

地域の支援団体を網羅した冊子制作
活動の機能面を伝えたい

　その作業を経て制作したのが、大阪と
兵庫にある支援団体の一覧を掲載した冊
子『不登校のためのハンドブック 2018 年
版』と、書籍『学校に行かないという選
択』だ。ハンドブックは 07 年、12 年にも
発行されており、学校関係者、教育委員
会、NPO や中間支援団体などにも広く
活用されていた。16 年には「義務教育の
段階における普通教育に相当する教育の
機会の確保などに関する法律」も成立し、
不登校の子どもたちへの支援方法につい
てさらに関心が集まった。そこで 18 年版
では、支援団体の情報を網羅的に掲載。
また、「ふぉーらいふ」との連携事業とし
たことで、大阪府内の情報だけでなく兵
庫県の情報を追加したほか、親の会の情
報も拡充させた。「不登校の子どもたちや
保護者、かかわる人たちにできるだけ多く
の情報を届けたくて、PDF 版を無料でダ
ウンロードできるようにもしました」
　一方、同じく情報発信ツールとして制
作した書籍『学校に行かないという選択』
では、これまで日本社会が不登校の子ど
もたちをどう受け入れてきたかについて振
り返りながら、「みなも」の活動を紹介し
ている。
 「不登校の子どもたちを支える市民活動
が日本で本格化した 1980 年代は、学校
へ行かないというだけで人格否定されか
ねない時代でした。当時必要とされたの
は『不登校でも大丈夫 !』というポジティ
ブなメッセージで、フリースクールの長所

ばかりがクローズアップされていた面もあ
ると思います。フリースクールの存在や価
値が認識され始めた今だからこそ、フリー
スクールの “思い” だけではなく、その使
い方などの “機能面” を伝えるために執
筆しました」
　3 年間の助成を受けた成果を今川さん
はこう語る。「一般的な NPO 像は、達成
したい理想像があり、それに向かって邁
進するというものだと思いますが、『みなも』
では、まず子どもたちのニーズがあって、
それに合わせて活動内容を多様化させて
きました。そんな私たちの組織のあり方、
特徴を再確認したうえで、そのあり方はそ
のままに、“我流” を脱して運営基盤をよ
り機能的なものへと作りかえる作業がで
きたことが一番の成果だと思います。まだ
まだ模索中ではありますが、これからも
スタッフ一人ひとりの成長とともに、組織
としても成長し、子どもたちの声を聞き続
けていきたいと考えています」

大阪市にある「特定非営利活動法人 
フリースクールみなも」。2004 年 11 月
に不登校の子どもたちの居場所・学びの
場作りを目指して立ち上げたが、10 年
が経った頃から多角化した部門の運営に
行き詰まりを感じ始めたという。課題解
決のための 3 年間の取り組みを聞いた。

子どもたちのニーズに合わせて臨機応変に組織を変革。
３年で運営を効率化、冊子制作で価値を社会に発信

特定非営利活動法人 フリースクールみなも

特定非営利活動法人 フリースクールみなも
不登校の子どもたちや学校以外の学びの場を選択
した子どもたちに、もう一つの学びの場と機会を提
供することを通じて、子どもの自己実現を最大限に
助け、あわせて社会にとっても優秀な人材を育成す
ることを目指す。また不登校児などの親のサポート
や学校以外の学びの場に対する社会の理解を深め、
選択的な教育の場を認める社会の実現に寄与する。
http://fs-minamo.org

（『ビッグイシュー日本版』381号に掲載）

情報発信ツールとして制作した書籍と冊子

サイクリングやキャンプなど子どもたち発案のイベントも多数

子どもたちの目標やペースに合わせて少人数で学習を進める
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社会課題の解決に取り組む市民活動が持続
的に発展していくためには、NPO/NGO の組
織基盤強化が必要との考えのもと、2001年
に Panasonic NPO サポートファンドを創設。
NPO/NGO の事業活動への助成ではなく、
組織基盤強化への助成にしぼった珍しい助成
プログラムである。

「環境・こども・アフリカ」分野への助成プロ
グラムを2018 年度からはプログラム名を現プ
ログラム名称に、助成テーマも刷新し、パナ
ソニックグループ企業市民活動の重点テーマ
である「サステナブルな共生社会」の実現に
向けた「貧困の解消」に取り組む NPO/NGO
の組織基盤強化に助成している。	

https://holdings.panasonic/jp/npo_
summary.html
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